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 本研究は、多くの生物学的な実験研究によって、神経保護作用があり、認知症を予防する可能性が示されて
いるキノコの摂取が、将来認知症発生リスクにどのような影響を与えているかを明らかにするために行われた
観察研究である。日本の約 1 万 2 千人の地域在住高齢者を対象とし、キノコ摂取頻度より 3 群（「1 回未満/
週」、「1-2回/週」、「3回以上/週」）に分類した後、認知症の発生を 5.7年間にわたり縦断的に追跡している。
統計解析には Cox 比例ハザードモデルを用い各群の認知症発生リスク（ハザード比）を比較しているが、そ
の際に性別、年齢、既往歴、生活習慣、社会経済的要因、心理的ストレス、食物摂取量などの基本特性の違い
を調整項目（交絡因子）として考慮している。その結果、研究開始時点でキノコを「1回未満/週」で摂取した
対象者と比較して、キノコ摂取頻度が高い者ほど認知症発生リスクが低いことが明らかとなった：「1-2回/週」
で摂取した者ではハザード比 0.95（95%CI: 0.82, 1.11）、「3回以上/週」で摂取した者で 0.82（0.70, 0.96）で
あった（傾向性 P値 = 0.01）。 
この関連は、追跡開始最初の 2年間で認知症発生し、ベースライン時点の認知機能がより低い者を除外した
後にもみられ、「キノコ摂取頻度が低かった者は、ベースライン時点で既に認知機能が低下していたためにキ
ノコ摂取頻度が低かったので、負の有意な関連がみられた」という「因果の逆転」の可能性は低いと考えられ
る。また、他の野菜の摂取量によって層別解析を行った結果も異ならなかったため（相互作用 P 値= 0.07）、
「キノコの摂取頻度が高い者では野菜摂取量も多いため、キノコの摂取頻度と認知症発生との負の関連は野菜
の摂取により説明された」という可能性も低いと考えられた。 
 本研究は、キノコの摂取と認知症発生リスクの関連を検討した世界初のコホート研究である。 
 
